
【活用したICT機器、ソフトや機能等】
１人１台端末、文書作成ソフト（OS標準機能）

書くことに困難さがあり、書いた文字の判読が難しいことから、１人１台端末をノートとして活用している。

書くことの困難さをICT端末で軽減

○通級による指導との連携

自分の得意・不得意や、パ
フォーマンスを最大限発揮でき
る方法を本人自身が知るよう
に働きかけたり、人と異なる方
法でも自分自身がその必要
性を実感できるようにしたりし
ている。
（通級による指導において、
視写や聴写を筆記とICT端
末の活用によるタイピングの両
方で実施したところ、写真のよ
うな明らかな違いが見られ
た。）

筆記の場合

【参考】季刊「特別支援教育」85号特集事例７より

タイピングの場合
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